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１　

は
じ
め
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
私
た
ち
の
生
活
に
身
近
な
も

の
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ゲ
ー
ム
に
の
め
り
込
む
こ
と
に
よ
り
日
常
生
活
や

社
会
生
活
に
支
障
が
生
じ
る
事
例
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
県
議
会
議
員
有
志
に
よ
り
、
本
県
の
子
ど
も

た
ち
が
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
の
長
時
間
利
用
に
よ
り
、

心
身
や
家
族
的
・
社
会
的
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
ネ
ッ

ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
に
陥
ら
な
い
た
め
に
必
要
な
対
策

を
推
進
し
、
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
香
川
県
議
会
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
症
対
策
議

員
連
盟
が
平
成
31
年
３
月
８
日
に
設
立
さ
れ
、
勉
強

会
を
開
催
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、令
和
元
年
９
月
か
ら
は
、香
川
県
議
会
ネ
ッ

ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
症
対
策
に
関
す
る
条
例
検
討
委
員

会
が
設
置
さ
れ
て
、
条
例
制
定
に
向
け
た
検
討
が
重

ね
ら
れ
、
令
和
２
年
２
月
定
例
会
に
お
い
て
、
香
川

県
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
症
対
策
条
例
が
議
員
提
案

さ
れ
、
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

２　

条
例
制
定
に
至
っ
た
背
景

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム
の
過

剰
な
利
用
は
、
子
ど
も
の
学
力
や
体
力
の
低
下
の
み

な
ら
ず
ひ
き
こ
も
り
や
睡
眠
障
害
、
視
力
障
害
な
ど

の
身
体
的
な
問
題
ま
で
引
き
起
こ
す
こ
と
な
ど
が
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
世
界
保
健
機
関
に
お
い
て
「
ゲ
ー

先進・ユニーク条例【解説】

　香川県は「香川県ネット・ゲーム依存症対
策条例」を制定した（条例第24号として令
和２年３月公布、同年４月施行）。
　ネット・ゲーム依存症対策を推進し、子ど
もたちや県民が健全に暮らせる社会の実現に
寄与することを目的とした全国初の条例で、
基本理念のほか、関係者の責務や役割及び施
策の基本となる事項等を定めている。

ム
障
害
」
が
正
式
に
疾
病
と
認
定
さ
れ
た
よ
う
に
、

今
や
、
国
内
外
で
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
と
り
わ
け
、
射
幸
性
が
高
い
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー

ム
に
は
終
わ
り
が
な
く
、
大
人
よ
り
も
理
性
を
つ
か

さ
ど
る
脳
の
働
き
が
弱
い
子
ど
も
が
依
存
状
態
に
な

る
と
、
大
人
の
薬
物
依
存
と
同
様
に
抜
け
出
す
こ
と

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
対
策
と
し
て
は
、
国
に
お
い
て
、
他
の
依
存

症
対
策
と
同
様
に
、
法
整
備
の
検
討
や
医
療
提
供
体

制
の
充
実
な
ど
の
対
策
を
早
急
に
講
ず
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
県
に
お
い
て
も
、
適
切
な
医
療
等
を
提

供
で
き
る
人
材
な
ど
を
育
成
す
る
た
め
、
研
修
体
制

の
構
築
や
専
門
家
の
派
遣
等
の
支
援
に
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
県
議
会
で
条

香
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例
化
の
検
討
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

３　

条
例
の
内
容
の
解
説

（
１
）
目
的
と
基
本
理
念

全
20
条
か
ら
な
る
本
条
例
は
、「
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー

ム
依
存
症
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
、
基
本
理
念
を
定

め
、
及
び
県
、
学
校
等
、
保
護
者
等
の
責
務
等
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
症

対
策
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
症
対
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
も
っ
て
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
、
県
民
が
健
全
に

暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
目
的

（
第
１
条
）
と
し
、
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
症
対
策

を
行
う
た
め
の
基
本
理
念
（
第
３
条
）
を
次
の
よ
う

に
定
め
て
い
ま
す
。

（
１
）
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
症
の
発
症
、
進
行

及
び
再
発
の
各
段
階
に
応
じ
た
防
止
対
策
を
適

切
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム

依
存
症
で
あ
る
者
等
及
び
そ
の
家
族
が
日
常
生

活
及
び
社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
。

（
２
）
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
症
対
策
を
実
施
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
症

が
、
睡
眠
障
害
、
ひ
き
こ
も
り
、
注
意
力
の
低

下
等
の
問
題
に
密
接
に
関
連
す
る
こ
と
に
鑑

み
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
す
る
施
策
と
の
有
機

的
な
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
配
慮
が

な
さ
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
３
）
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
症
対
策
は
、
予
防

か
ら
再
発
の
防
止
ま
で
幅
広
く
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
、
市
町
、
学
校
等
、
保

護
者
、
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
症
対
策
に
関
連

す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
等
が
相
互
に
連
携
を

図
り
な
が
ら
協
力
し
て
社
会
全
体
で
取
り
組
む

こ
と
。

ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
症
対
策
の
推
進
に
当
た
っ

て
は
、
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
や
予
防
対
策
な
ど

の
推
進
、
医
療
提
供
体
制
の
整
備
、
相
談
支
援
、
人

材
育
成
の
推
進
な
ど
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定

め
、
県
、
市
町
、
学
校
、
保
護
者
な
ど
が
相
互
に
連

携
を
図
り
な
が
ら
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
症
対
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
こ
う
し
た
取
組
の
基
本
理
念
に
、
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー

ム
依
存
症
で
あ
る
者
等
及
び
そ
の
家
族
が
日
常
生
活

及
び
社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
た
め
の
支
援
も
盛
り

込
ん
で
い
ま
す
。

（
２
）
責
務
・
役
割

本
条
例
で
は
、
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
症
対
策
に

社
会
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、
第
４
条
に
お

い
て
、
県
の
責
務
と
し
て
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、

ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
症
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す

る
こ
と
や
、
市
町
が
実
施
す
る
施
策
を
支
援
す
る
た

め
の
必
要
な
協
力
を
行
う
こ
と
な
ど
を
規
定
し
て
い

ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
学
校
等
の
責
務
（
第
５
条
）、
保
護

者
の
責
務
（
第
６
条
）、
医
療
、
保
健
、
福
祉
、
教

育
そ
の
他
の
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
症
対
策
に
関
連

す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
の
責
務
（
第
７
条
）、
国

と
の
連
携
等
（
第
８
条
）、県
民
の
役
割
（
第
９
条
）、

市
町
の
役
割
（
第
10
条
）
及
び
事
業
者
の
役
割
（
第

11
条
）
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
第
11
条
の
事
業
者
の
役
割
に
関
す
る

規
定
に
つ
い
て
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

情
報
を
閲
覧
（
視
聴
を
含
む
。）
に
供
す
る
事
業
又
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
、
製

造
、
提
供
等
の
事
業
を
行
う
者
」
を
対
象
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
性
上
、
県
外
の
事
業
者
に
も
、
県

民
が
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
症
に
陥
ら
な
い
た
め
に

必
要
な
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
て
い
ま

す
が
、
事
業
者
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
規

制
で
は
な
く
、自
主
的
な
取
組
を
求
め
る
も
の
で
す
。

（
３
）
基
本
的
施
策

第
12
条
か
ら
は
、
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
症
対
策

と
し
て
県
が
推
進
す
る
総
合
的
な
取
組
に
つ
い
て
、

正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
等
（
第
12
条
）、
予
防
対

策
等
の
推
進（
第
13
条
）、医
療
提
供
体
制
の
整
備（
第

14
条
）、
相
談
支
援
等
（
第
15
条
）、
人
材
育
成
の
推

進
（
第
16
条
）
及
び
連
携
協
力
体
制
の
整
備
（
第
17
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条
）
を
行
う
よ
う
規
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、第
18
条
の
第
１
項
と
第
２
項
に
お
い
て
は
、

子
ど
も
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
使
用
等
の
家
庭
に
お
け

る
ル
ー
ル
づ
く
り
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
規
定
し

て
い
ま
す
。

（
第
１
項
）

保
護
者
は
、
子
ど
も
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を

使
用
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
は
、
子
ど
も
の
年
齢
、

各
家
庭
の
実
情
等
を
考
慮
の
上
、
そ
の
使
用
に
伴

う
危
険
性
及
び
過
度
の
使
用
に
よ
る
弊
害
等
に
つ

い
て
、子
ど
も
と
話
し
合
い
、使
用
に
関
す
る
ル
ー

ル
づ
く
り
及
び
そ
の
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
第
２
項
）

保
護
者
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
子
ど

も
が
睡
眠
時
間
を
確
保
し
、
規
則
正
し
い
生
活
習

慣
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
・

ゲ
ー
ム
依
存
症
に
つ
な
が
る
よ
う
な
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ゲ
ー
ム
の
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
１
日
当
た
り

の
利
用
時
間
が
60
分
ま
で
（
学
校
等
の
休
業
日
に

あ
っ
て
は
、
90
分
ま
で
）
の
時
間
を
上
限
と
す
る

こ
と
及
び
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
使
用
（
家
族
と

の
連
絡
及
び
学
習
に
必
要
な
検
索
等
を
除
く
。）

に
当
た
っ
て
は
、
義
務
教
育
修
了
前
の
子
ど
も
に

つ
い
て
は
午
後
９
時
ま
で
に
、
そ
れ
以
外
の
子
ど

も
に
つ
い
て
は
午
後
10
時
ま
で
に
使
用
を
や
め
る

こ
と
を
目
安
と
す
る
と
と
も
に
、
前
項
の
ル
ー
ル

を
遵
守
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
条
で
は
、
保
護
者
に
対
し
、
子
ど
も
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
使
用
に
つ
い
て
、
子
ど
も
と
話
し

合
い
、
使
用
時
間
を
含
め
た
使
用
に
関
す
る
ル
ー
ル

づ
く
り
や
見
直
し
を
行
う
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
こ

の
よ
う
な
家
庭
で
決
め
た
ル
ー
ル
を
保
護
者
が
子
ど

も
に
遵
守
さ
せ
る
よ
う
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し

た
も
の
で
す
。

第
２
項
で
は
、
利
用
時
間
等
に
つ
い
て
規
制
す
る

の
で
は
な
く
、
第
１
項
で
求
め
る
子
ど
も
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
使
用
に

関
す
る
ル
ー
ル
づ
く
り
の
目
安
と
し
て
示
し
、
各
家

庭
で
ル
ー
ル
を
決
め
て
、
保
護
者
が
子
ど
も
に
遵
守

さ
せ
る
よ
う
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
対
策
推
進
の
た
め
に
県
に
対
し
て
、

必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と

を
求
め
る
（
第
19
条
）
ほ
か
、
条
例
施
行
後
３
年
間

は
毎
年
、
そ
の
後
は
２
年
ご
と
に
、
本
県
に
お
け
る

ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
の
実
態
に
関
す
る
調
査
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
第
20
条
）。

４　

今
後
の
取
組

ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
症
対
策
に
当
た
っ
て
は
、

家
庭
や
学
校
を
含
む
社
会
全
体
で
対
応
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
に
お
い
て
は
、
依
存

状
態
に
陥
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
正
し
い
知

識
の
普
及
啓
発
や
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
の

相
談
支
援
、
依
存
症
と
な
っ
た
場
合
の
進
行
予
防
、

再
発
防
止
の
た
め
の
適
切
な
医
療
を
提
供
で
き
る
人

材
の
育
成
な
ど
総
合
的
な
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
お
り
、
今
後
、
具
体
的
な
取
組
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

５　

お
わ
り
に

今
後
、
情
報
通
信
技
術
の
急
激
な
進
歩
等
も
予
想

さ
れ
る
た
め
、
状
況
の
変
化
や
国
の
動
向
な
ど
も
勘

案
し
つ
つ
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
と
、
県
民
が
健
全
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
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